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「予算編成プロセスの見直し」検討ワーキンググループ

１ 検討する具体的取組

【改革】Ⅱ財政運営の改革

【取組名】８県債発行の抑制と予算編成プロセスの見直し

【具体的取組】②予算編成プロセスの見直し

厳しい財政状況の中、限られた財源を的確に配分するため、より効果的・

効率的な予算編成プロセスのあり方を検討します。

２ ワーキンググループの概要及び検討状況

【主担当課】総務部財政課

【構成】公募職員２、現場担当者等３、アドバイザー１、主担当課２、行革担当課２ 計１０名

【アドバイザー】関西大学経済学部非常勤講師 横山 寛和（よこやま ひろかず）

【検討状況】

第１回（H24.4.27） ワーキンググループ設置の趣旨・目的等について

今後の進め方について

第２回（H24.5.10） 現在の予算編成プロセスの課題について

第３回（H24.5.24） 成果の確認と検証の予算編成への活用について

第４回（H24. 6.8） 成果の確認と検証の予算編成への活用について（つづき）

施策別財源配分（包括配分）のあり方について

第 5 回（H24.6.21）施策別財源配分（包括配分）のあり方について（つづき）

３ 現在検討中の課題等

○厳しい財政状況に対する危機意識の共有について

・「中期財政見通し」によると、今後、本県の財政状況はより一層厳しさを

増すことが見込まれているが、その危機意識が庁内で共有されていない

のではないか。

・庁内会議の議論は部局の利害に根差したものに偏りがちで、全体最適の

観点を欠いているのではないか。

○施策別財源配分（包括配分）のあり方について

・本県では、各部局に一定額を配分し、各部局長が責任を持って、県民の

ニーズや実態を的確に把握し、サービスを提供していく「包括配分制度」

を実施しているが、厳しい財政状況等により、包括配分予算を削減する

場合に、一律に薄く広く削減する方策が取られるなど、事業の選択と集

中が図られていない面もある。
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○予算編成過程の透明性について

・「当初予算要求状況」の公表後、編成過程に関する情報はほとんど公表さ

れていない。

・知事査定等の内容や事業の採否の理由などを公開すべきではないか。

〇成果の確認と検証の予算編成への活用について

・前年度事業の成果の確認と検証を行っているが作業が庁内にとどまって

いる。

また、検証結果が十分に予算編成に活用されていない。






